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第１Ｐ 

互いにマンツーマンディフェンスでスタートする。鈴鹿は＃１１，長野は＃４がそれぞれド

ライブからのレイアップシュートで得点をあげる。鈴鹿は＃４のローポストプレーや＃１１

の３Ｐシュート，＃８のハイポストからのジャンプシュートなどで立ち上がり６分で鈴鹿１

１－２長野とする。ここから長野は＃４が連続で得点をあげ鈴鹿１７－７長野で第１Ｐを終

える。 

第２Ｐ 

鈴鹿はガード陣が積極的にドライブをしかけオフェンスを展開し，＃４や＃１７が得点をあ

げる。長野も＃６のハイポストプレーを起点に＃９の３Ｐシュートや＃６のインサイドプレ

ーで得点をあげる。一進一退の攻防が続く中，残り３分長野はプレスをしかけ＃１１，＃６

が連続で得点を決め鈴鹿２９－２３長野と６点差とする。一方の鈴鹿もガード＃７のアシス

トで＃５らが得点し流れをつかませない。鈴鹿３３－２５長野で前半を終える。 

第３Ｐ 

前半同様両チームマンツーマンディフェンスでスタート。鈴鹿は＃７のレイアップやリバウ

ンドシュートで，長野は＃４の３Ｐシュートや＃６のインサイドプレーで得点する。両チー

ム譲らぬ展開のまま時間は経過していく。鈴鹿４６－３６長野で第３Ｐを終える。 

第４Ｐ 

開始早々，長野は＃９のドライブ，＃６のインサイドプレーで連続得点をあげ６点差とする。

流れが変わるかに思われたが鈴鹿＃７がここから連続得点をあげ鈴鹿５０－４０と再び点

差を２桁とする。このまま鈴鹿がリードを保ち鈴鹿６４－４９長野で試合終了。鈴鹿が７連

覇を果たした。 
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